













How to interrupt in multiactivity: 
Talking and baking or doing makeup 
Haruka Amatani (National Institute for Japanese Language and Linguistics) 



































Toerien and Kitzinger は施術者の躊躇を感情労働の文脈で分析した。本研究ではこの美容
サロンの事例を参与者が別の参与者の雑談を遮るために試みを繰り返すひとつのモデルケ
ースとして解釈する。ここから、ある参与者が別の参与者の雑談を遮る際のモデルとして、








下の分析では娘を D、母親を M として記述する。動画は Mac Book Air の内蔵カメラで撮
影された。動画の長さは全体で 28 分 26 秒で、化粧の行程の初めから終了までを収めてい
る。もう１つのデータは『日本語日常会話コーパス（以下、CEJC）』(小磯ほか 2020)から、










 本分析では、Halliday の機能文法に基づき Cloran(1994, 1995, 2010)が発案した修辞ユ



































 両データにおける各参加者の発話脱文脈化度を比較する。他者化粧データ 28 分 26 秒の
うち 10 分 2秒から 20 分 1秒までの約 10 分間、共同調理データ 70 分 20秒のうち 18 分 0
秒から 28 分 3秒までの約 10 分間に起きた発話をアノテーション・分析対象とした。 
 各 10 分間のデータの発話の内、脱文脈度が付与されたメッセージの数は、他者化粧デー





  他者化粧データ 共同調理データ 
  D(施術者) M(被施術者) T(教える側) S(教わる側) 
01. 行動 6 0 11 2 
02. 実況 15 7 27 21 
03. 状況内回想 0 1 4 9 
04. 計画 0 0 1 2 
05. 状況内予想 0 0 3 0 
06. 状況内推測 0 0 7 2 
07. 自己記述 5 7 3 5 
08. 観測 14 2 21 21 
09. 報告 0 0 1 2 
10. 状況外回想 1 1 8 9 
11. 予測 0 0 0 0 
12. 推量 0 0 5 6 
13. 説明 21 11 30 36 
14. 一般化 0 0 0 0 














 他者化粧データにおいて、D の「行動」・「実況」発話の割合は全体の 33.87%（62 中 21）、
M では 24.13%(29 中 7)だった。D が化粧を施す側、M が被施術側である。共同調理データ























   ↓右頬のチークを塗る 
   …SSSSSSSSSSSSSSSS 
 
  ↓チークブラシを下ろす ・チークをブラシに付ける・左頬にチークブラシを移動 
      RRRRRRRRRRRRRRRSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSPPPPP 
01 M             うちの職場のすごいきれいな人。 
02 D             うん。 
 
  ↓左頬にチークを塗る 
   SSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSS 
03 M (1.38) すんごいきれい。      (0.15)お化粧も相当 上手なんだと思う。 
04 D    (0.65)うん。      うん。 
 
  SSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSS 
05 D (0.57) 何歳[ぐらいの人?。      (0.44)へー。 
06 M           [うん。 (0.92) 三十代後半で(0.10) ＣＡしてはったって。 
 
      ↓左頬から右頬にチークブラシを移動させる 
   SSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSPPPP 





  ↓左頬にチークを塗る・右頬から左頬にチークブラシを移動・右頬にチークを塗る 
   SSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSPPPPPPPPPPPPPPPPSSSSSSSSSSSSSSSSS 
08 M  [地上業務員?。     (0.19) うん。 
09 D   [あ。うん うん。 (1.40) やってる友達いる。    
 
       ↓チークブラシを下ろす・チークブラシを右頬に持っていく・右頬に
チークを塗る・右頬から左頬にチークブラシを移動・左頬にチークを塗る・ブラシを下ろす 
  SSSSSSSSSSSSSSSSSSRRRRRRRRRRRRRRRRRRRPPPPPPSSSSSSSSPPPPSSSSSSSSSSRRRR 
  (4.74) 
 
    ↓チーク容器の蓋を持つ↓チーク容器の蓋を閉める 
   RRRRRRRRRRRRRPPPPPPPPPPPPPPPSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSS 
10 M すんごい華やか。(1.95) コンシーラーいっぱい使ってはりそう。 
           
      ↓チーク容器を下ろす  ↓アイブロウパレットを準備 
   SSSSSSSSSSSSSSRRRRRRRRRRRRRRRPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPP 
11 D あー。(L) (0.68)ほうやろうね。  (0.13) ほれはしてやると[思う。 
12 M          うん。             [うん。 
 
 
   PPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPP 
13 M (0.62) まぶしくて よく見れない。(1.96) 顔が。(0.56) 
 
    ↓アイブロウパレットを開く  アイブロウパレットを下ろす↓ 
  SSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSRRRRRRRR 
14 M きれいやなっと思って。   (0.15)うん。(0.16) きれいやなと思って。 
15 D うん。エステとかも行ってやる。 
 
   ↓眉筆を準備する     ↓眉筆を装着する↓眉筆をアイブロウパレットに移動 
    PPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPSSSSSSSSSSSSSSSSPPPPPPPPP 
16 M (0.41) よく見れない。まじまじと。   うん。 
17 D        (0.94) 眉毛を描きます。 
 
    ↓眉筆にアイブロウパウダーをつける 
    SSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSS 
    (4.63) 
 
   ↓眉筆を眉に持っていく       ↓眉筆で眉を描く 
   SSSSSSSSSSSSSPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPSSSSSSSSSSSSSS… 
18 D まあ あんまりまじまじと見ても あれやけどよ。 
19 M           (0.04) うん。(23.35) 
 













段に D が出たことはアイブロウパレットの準備中に M が話し続けていたためと考えられ
る。 
 一方で、M は 14M で「きれいやなっと思って。」「うん。」「きれいやなと思って。」、また
13M「まぶしくてよく見れない。」、16M「よく見れない。まじまじと。」と同じ発話の繰り
返しが短い間に二箇所あることから、思うような反応が D から得られていないことが伺え
る。18D でやっとそれらの M の発話内容に応じた D に対して 0.04秒という短い間隔で「う
ん。」と M が応えることからも、M は D の反応を待っていたと考えられる。また 13M から
16M のように M が「うちの職場のすごいきれいな人。」(01M)について、繰り返し「きれ
い」と強調するのは 10M で「コンシーラーいっぱい使ってはりそう。」と文脈によってはマ
イナスに捉えられかねない発話をしたことに対する補いの意図があったことも考察できる。
また 10M の発話が出たのは事例１の直前で D がコンシーラーをたくさん使用する外国の
セレブリティーを話題にしたことが理由である。ここで D は M がなぜ事例１の話題を始め
たか理解し「あー。」「(L)」「ほうやろうね。」(11D)のように笑いを交えて反応する。それま
での D の反応が芳しくなく「コンシーラー」について M は言及するが、その発話(10M)に
不躾さがあった可能性を感じ 13M以降、話題の人物に対する誇張気味の肯定的な意見を繰







01 M うちの職場のすごいきれいな人。[説明 13] 
02 D うん。 
 
03 M (1.38) すんごいきれい。[説明 13] 
04 D (0.65) うん。 
 
03 M(続) (0.15) お化粧も相当 上手なんだと思う。[説明 13] 
04 D(続) うん。 
 
05 D (0.57) 何歳ぐらいの人?。[説明 13] 
06 M うん。 
 
06 M(続) (0.92) 三十代後半で(0.10)ＣＡしてはったって。[状況外回想 10] 
05 D(続)(0.44) へー。 
 
07 M ＣＡじゃないか。[説明 13] 
07 M(続) (1.53) 地上 
 
08 M (0.64) 地上業務員?。[説明 13] 
09 D うん うん。(1.40) やってる友達いる。[観測 8] 





10M (4.74) すんごい華やか。[説明 13] 
10M(続) (1.95) コンシーラーいっぱい使ってはりそう。[説明 13] 
 
11D あー。(L)  (0.68)ほうやろうね。[説明 13] 
12M うん。 
 
11D(続) (0.13) ほれはしてやると思う。[説明 13] 
12M (続) うん。 
 
13M (0.62) まぶしくて よく見れない。(1.96) 顔が。[自己記述 7] 
 
14M (0.56) きれいやなっと思って。[説明 13] 
15D うん。エステとかも行ってやる。[説明 13] 
14M(続)  (0.15) うん。(0.16) きれいやなと思って。[説明 13] 
 
16M (0.41) よく見れない。まじまじと。[自己記述 7] 
17D (0.94) 眉毛を描きます。[行動 1] 
16M うん。 
 
18D (4.63) まあ あんまりまじまじと見ても あれやけどよ。[説明 13] 









ることができる。17D 直後の 18D で「説明」発話に戻っていることからも、17D の発話が
緊急性のあるその場の事物に関する発話だったことを読み取ることができるだろう。 




 事例１から雑談を遮断する談話モデルとして、１節で想定した i) 動作で作業の合図を出
す、ii) 発話で作業の合図を出す、iii) 合図ののち作業のフェーズが移行しまた雑談が続け







よりお菓子作りに詳しく他方に教えながら共同で調理を行なっている。70 分 20 秒の動画





 事例２では、話題が始まった早い段階で、お菓子作りの指導的立場の参与者 T が生徒的
立場の参与者 S に対して「いきます。」(05T)という遂行発話を発している。しかし声が小さ
いこともあり、その時点 S は話題をやめることなく続け T に対しても質問を繰り返す。T
は S の質問に答えながらも途中途中に作業の遂行発話(15T, 21T)を差し込む。それでも話題
を続ける S に対して、S が持つホイッパーとボウルを取り上げ自身でかき混ぜ始める。T に
道具を取り上げられて初めて S は「はい。」(22S)と T による作業への注意を促す働きかけ
に初めて応じ「ガシガシやるの。」(25S)と作業遂行に関する発話を発する。 
 以下、発話と動作アノテーションを記述する。ここで記述されている動作は指導的立場の
参与者 T の右手の動作である。 
 
[事例２：発話と動作アノテーション] 
  ↓ふるいに手をかける↓動作休止 
  PPPPPPPPPPPPPPPPhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh 
01S なんかさ なかよし(0.31)なかよしの って (D ドラ) (F あの:) 漫画があったじゃん。 
 
     ↓ふるいを持ち上げる↓動作休止 
   hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPhhhhhhhhhhh 
02T (0.12)うん。 
03S     今もあるけどさ:。(0.39)でさ: バニラエッセンスの漫画があってさ:。 
 
 ふるいを S の手元のボウルの上に移動↓↓ふるいを振ってボウルに粉を入れる 
   hhhhhhhhhhhhhPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPSSSSSSSSSSSSSSSSSSS 
04S 小さい頃 すごい  憧れてた。 
05T    (0.30)いきます。  (0.46)バニラエッセンス。 
 
   SSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSS  
06T (3.15)        なかよし りぼん でしたね。 
 
  ↓ふるいを移動・ボウルを移動・ボウルを振る・ボウルを移動 
   RRRRRRPPPPPPPPPPPPPPPSSSSPPPPPPPPPPPPPPPPPPP 
07S  (1.04) りぼん派だった?。 
08T     (0.58)うち きょうだいは 
 
  ↓ボウルを IC01 の手元のボウルの上で振る・ボウルから手を離す・ボウルを叩く 
  SSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSPPPSSSSSSSSSSS 
09T (0.54)は 姉がいるので:。    
10S     うーん。 
 
  ↓ボウルを下げる↓ふるいに手をやる 
   SSSSSSSRRRRRRRRRRRRRRPPPPPPPPPPPPPPPPPP 
11T (0.19)なか よしとりぼんを両方買ってました。 
 
  ↓ふるいをボウルに重ねる↓動作休止↓重ねたふるいとボウルを下げる 
   SSSSSSSSSSSSSSSShhhhhhhhhhhhSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSS 
12T (0.45) [ 一人一冊だったから。 
13S    [あー。そうそう そうそう そうそう。なかよしとりぼん派だ。 
 




   SSSSSRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRhhhhh 
14S (1.25)[りぼんは。      (0.19) 
15T    [それで ぐりぐりしてくださ:い。(0.07) しっかりとぐりぐり。 
 
    ↓まな板の上の粉を集める・手を引く・手を払う・下げる・コードを掴む 
 hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhSSSSSSSSSSSSSSSSSSPPPPPPPPPPPPSSSSSSSPPPPPPPPPSSSSS 
16S りぼんってさ:(0.92) あれでしょ?。(0.30) あるまいとせんめんきとか読んでた?。 
 
  ↓休止  ↓コードを離す↓手を上げる↓手を払う↓手をまな板に置く 
   SShhhhhhhhhRRRRRRRRRRRRRRPPPPPSSSSSSSSSSSSSSSRRRRRRRRRRRR 
17T あー。なんかあったような気[がするけど。あんまり記憶がない。 
18S       [あたし なんか友達がりぼん買ってた。 
 
  ↓動作休止 
   hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh 
19S (0.45) 私はなかよしを買い:(0.69)(F あの:)(0.62)こう交換してた。(2.46) 
 
   hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh 
20S [りぼん りぼんのほうが 女の子 子どもっぽい。  (1.71) 
21T [ダマダマがなくなるまで グリグリいってください。 
 
      ↓S が持つホイッパーとボウルを受け取る 
  hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPPP 
22S (G まあ|ま) なかよし(0.56)[キャンディキャンディとか読んでたな。(0.25)はい。 
23T      [ちょっとよろしい 一回いいですか。 
 
   ↓ホイッパーで粉をかき混ぜる 
  PPPPPPPSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSS 
24T (1.55) まわりの粉を。      ガシガシやるの。 
25S      (1.06)ガシガシやるの。    (0.64) (T そっか)。 
 
   SSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSS… 
26S (0.27) [え。なん なんでガシガシやるの?。   (0.03)(L) (0.28)入る。 
27T    [ガシガシやってもいいの。 (0.55)しっかり混ぜている。   (L) 
 
 事例２での注目点は、指導的立場の参与者 T が言語的に何度も作業について発話してい
るが生徒的立場の参与者 S が話題を続けるため最終手段として S の道具を取り上げて T が
作業を行ってみせる点である。 
 T はまず 05T で「いきます。」という遂行発話をしながら S の手元のボウルに粉をふるい
で入れる。直後に 05T の続きで「バニラエッセンス。」という発話をしているのは、事例１
の終了付近で施術者Dが遂行発話後にその前の被施術者Mの話題に返答する構造と類似し
ている。しかし M が話題をそこで止めた事例１と異なり、事例２のこの時点で S は話題を
止めずに続ける。事例１の D とこの事例２の T の言動で異なる点は、上で指摘したように
声が小さい点と、遂行発話と話題に応える発話の間隔が短い点がある。これらの２点からこ
の時点で T が S の話題を止めようとする意図はあまりないと考えられる。 
 一方が他方に一方的に施術する事例１と異なり、事例２では作業に関する知識に差があ








ており、S が「しっかりとぐりぐり」ボウル内をかき混ぜれば S は話題を止める必要はな
い。しかし 15T の発話ののち、T は次の S の質問(16S)に答えながら(17T)、まな板の粉を
集めたり泡立て器のコードを掴んだりするなどやや一貫性に欠けた行動をする。このよう
な余剰な行動は T の伝達したい事柄が S に正しく伝わっていないことへの T の動揺とも考
えることができる。17Tも「あんまり記憶がない。」というように S の質問(16S)に答えては
いるが詳細ではない発話内容である。その後 19S でも続く話題を聞きながら、T は発話も
動作も一切止めている。この言動の停止は事例１の終了付近で施術者 D が 4.6 秒沈黙した
ことと相似している。そして次の発話開始タイミングで S が発話開始していることに関わ
らず同時に T は「ダマダマがなくなるまで グリグリいってください。」(21T)と発話する。









01S なんかさ なかよし(0.31)なかよしの って (D ドラ) (F あの:) 漫画があったじゃん。[状
況外回想 10] 
02T            
(0.12)うん。 
 
03S 今もあるけどさ:。[説明 13] 
03S (続) (0.39)でさ: バニラエッセンスの漫画があってさ:。[説明 13] 
   
04S 小さい頃 すごい  憧れてた。[状況内回想 3] 
05T     (0.30)いきます。[行動 1]   
05T(続)        (0.46)バニラエッセンス。 
     
06T (3.15) なかよし りぼん でしたね。[状況外回想 10] 
 
07S (1.04) りぼん派だった?。[状況内回想 3] 
08T      (0.58)うち きょうだいは 
 
09T (0.54)は 姉がいるので:。[説明 13]    
10S     うーん。 
 
11T (0.19)なか よしとりぼんを両方買ってました。[状況内回想 3] 
 
12T (0.45) [ 一人一冊だったから。[状況内回想 3] 
13S      [あー。そうそう そうそう そうそう。 






15T   それで ぐりぐりしてくださ:い。(0.07) しっかりとぐりぐり。[行動 1] 
 
16S (0.19)りぼんってさ:(0.92) あれでしょ?。[説明 13] 
16S(続) (0.30) あるまいとせんめんきとか読んでた?。[状況内回想 3] 
 
17T あー。なんかあったような気[がするけど。[状況外回想 10] 
17T(続) あんまり記憶がない。[状況外回想 10] 
18S         [あたし なんか友達がりぼん買ってた。[状況外回想
10] 
 
19S (0.45) 私はなかよしを買い: [状況内回想 3] 
19S(続) (0.69)(F あの:)(0.62)こう交換してた。[状況内回想 3] (2.46) 
 
20S [りぼん りぼんのほうが 女の子 子どもっぽい。[説明 13]  (1.71) 
21T [ダマダマがなくなるまで グリグリいってください。[行動 1] 
 
22S (G まあ|ま) なかよし(0.56)[キャンディキャンディとか読んでたな。[状況内回想 3] 
23T      [ちょっとよろしい 一回いいですか。[行動 1] 
22S(続) (0.25)はい。 
  
24T (1.55)まわりの粉を。    ガシガシやるの。[行動 1] 
25S   (1.06)ガシガシやるの。[行動 1]     
(0.64) (T そっか)。 
 
26S (0.27) [え。なん なんでガシガシやるの?。 [説明 13]     
27T      [ガシガシやってもいいの。 [説明 13] 
(0.55)しっかり混ぜている。[説明 13] 
 
26S(続) (0.03)(L)  
27T(続) (L) 
26S(続) (0.28)入る。[観測 8](ここで S はノートにメモを録っている。) 
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